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評価は、行動評価と業績評価の２軸で行います。行動評

価の狙いは社員の意識改革・行動変容を促し、中長期的

に成果を出し続ける人材を増やすことです。業績評価の

狙いは、目標に向けた継続的な挑戦を促し、一人ひとり

の成長や成果の向上につなげることです。

9ブロック評価

評価制度21

部下との面談を通して直属上司が行動・業績を評価し、

その後、上長や直属上司等による評価基準や評価結果の

認識を合わせる場を経て、最終的な評価が決定されます。

この評価の仕組みは、単に報酬の決定のためだけではあ

りません。上司は評価結果から組織における人材の状況

を把握し育成や配置の判断材料として活用することがで

きます。部下は上司のフィードバックから気づきや学び

を得て、自身のスキル向上やキャリア開発につなげるこ

とができます。評価制度を効果的に運用することで、組

織・個人ともに成長を続けていくことを期待しています。

評価におけるPDCA

Code of Values 行動基準

視線は外向き、未来を見通すように

思考はシンプル、戦略を示せるように

心は情熱的、自らやり遂げるように

行動はスピード、チャンスを逃さぬように

組織はオープン、全員が成長できるように
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報酬体系22

報酬決定のプロセス評価・報酬・等級の仕組み

※役割グレード制度、プロフェッショナル制度、職務等級制度

当社の報酬制度は、毎月の給与、賞与、退職金・年金な

どで構成されています。これらの報酬体系は、社員一人

ひとりの期待役割に対する貢献・成果に応じたメリハリ

のある処遇を実現しています。これにより、目標達成へ

の動機付けを高めるとともに、個人と組織のパフォーマ

ンス向上を両立することを目的として設計されています。

報酬は人事評価と密接に連動しており、評価制度に基づ

き決定されます。具体的には、社員の評価は「業績」と

「行動」の両面から行い、業績目標の達成度や成果は賞

与に反映されるとともに、業績・行動の両評価を総合的

に勘案し、翌年度の報酬に反映されます。報酬は金銭的

な対価にとどまらず、次なる成長や能力開発の機会も含

むものと捉えています。具体的には、評価結果を踏まえ

た適切な配置・アサインメントや、研修機会の提供、よ

り高い役割への挑戦機会の付与を通じて、持続的な成長

を支援しています。
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退職金・年金制度23

当社の退職金・年金制度は、社員一人ひとりが多様なラ

イフプランやキャリアプランを主体的に描き、実現に向

けて支援することを目的に、資産形成の観点から設計さ

れた制度です。

退職一時金は、退職日までに付与された退職一時金ポイ

ントの累計額を一時金として支給しています。

さらに、退職一時金に加え、社員の価値観や将来設計に

応じた柔軟な選択を可能とする仕組みとして、確定拠出

年金（DC年金）と前払い退職金のいずれかを選択できる

制度を採用しています。

DC年金は、会社が拠出した掛金をもとに、社員自身が運

用方法を選択しながら資産形成を行う制度であり、将来

に向けた資産形成を主体的に行うことができる点が特徴

です。一方、前払い退職金は、将来受け取る退職給付の

一部を在職中に給与とあわせて受け取る仕組みであり、

現在のライフステージに応じた資金ニーズへの柔軟な対

応を可能としています。

退職金・年金制度では、社員一人ひとりが主体的に運用

方法を選択する必要があることから、適切な意思決定を

支援するための教育機会の提供にも取り組んでいます。

退職金・年金制度のイメージ
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役割グレード制度・プロフェッショナル制度・職務等級制度24

制度の全体像
当社では、管理職には「役割グレード制度」、主任以下

には「職務等級制度」を適用し、役割・職務に基づく人

材マネジメントを推進しています。また、特定領域にお

ける高度な専門性や技能を活用して管理職相当の処遇で

活躍する「プロフェッショナル制度」もあります。

「役割グレード制度」では、組織の目標達成に向けて各

ポジションに期待される役割・責任の大きさに基づきグ

レードを設定し、組織運営や成果創出に対する責任を明

確化しています。一方、「職務等級制度」では、求めら

れる働き方に応じて職群を区分し、職務の内容や難易度、

専門性などに基づき等級を定めて担当者一人ひとりの職

務価値に応じた処遇や育成を行っています。これにより、

職務の違いや専門性を踏まえた適正な人材マネジメント

を実現しています。

また、これらの制度は評価や報酬にも強く関係していま

す。評価面では、評価の基準をそれぞれの役割や職務に

求められる水準におき、それに対する成果や行動を評価

することとしています。報酬面では、役割や職務ごとに

賃金レンジを明確に設定し、評価結果により給与や賞与

に反映する仕組みとしています。

※役職名は代表的なものを記載
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